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DBS グループ・ホールディングス（DBSM） 
米金利上昇に伴う資金利益の改善が期待。シティグルー

プの台湾の個人向け金融事業を買収、事業拡大を加速 
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• 2022/12期1Q(1-3月 )は、総収益が前年同期比2.7％減、総費用が同

3.5％増、経費率が同2.7ポイント上昇、純利益が10.3％減となった。 

• 純金利収益が貸出残高の伸びにより同3.7％増となった一方、市況の

悪化に伴う取引減少により、ウェルスマネジメント手数料が減少。 

• シティグループの台湾個人向け金融事業を買収。同国の外国銀行で

資産規模が首位となり、富裕層が増加する地域で事業拡大を加速。 
What is the news? 

 4/29発表の2022/12期1Q(1-3月)は、総収益が前年同期比2.7％減の37.47

億SGD、総費用が同3.5％増の16.44億SGD、貸倒引当金繰入額が同5.5倍の

55百万SGD、純利益が同10.3％減の18.01億SGD。貸出残高が増加したもの

の、ウェルスマネジメント手数料の減少、賃金引上げによる費用の増加

に伴い、経費率が同2.7ポイント上昇の43.87％となったことが響いた。 

 1Qの収益の内訳は以下の通り。①純金利収益は前年同期比3.7％増の

21.87億SGD。純金利マージン(NIM)が同0.03ポイント低下の1.46％となっ

た一方、3月末貸出残高が同8％増となったことが貢献。前四半期比では

貸出残高は2％増、純金利マージン(NIM)は同0.03ポイント上昇。②純手数

料およびコミッション収益は前年同期比6.5％減の8.91億SGD。ローン関

連、カード、取引サービス手数料が増加した一方、市況の悪化に伴う取

引減少により、ウェルスマネジメント手数料が同21％減の4.08億SGDだっ

たことが響いた。③その他の非金利収益は同15.7％減の6.69億SGD。 

How do we view this?  

 同社の見通しによると、2Q(4-6月)の期末貸出残高は前四半期比1-2％

増、1H(1-6月)は前半期比3-4％増を見込むほか、手数料収入は、移動制限

の緩和に伴うクレジットカード等の利用増加による恩恵を受ける一方、

ウェルスマネジメントおよび投資銀行部門は市況に左右されるため、ま

ちまちな展開を予想。更に同社は、債券トレーディング収入において、

継続的な市場ボラティリティが追い風になるとの予想に加え、純金利収

益は、USD/SGD為替レートの1ベーシスポイントに対する感応度が、18-20

百万SGDを想定しており、米金利上昇の加速に伴う大幅な増収を見込む。 

 同社は2022年1月に、米金融大手シティグループの台湾の個人向け金融

事業を約9.56億SGDで買収すると発表。シティの台湾における個人事業

は、270万枚のクレジットカードの発行や、50万人の個人顧客を抱えてお

り、買収により同社の台湾における富裕層顧客数は現在の3.7倍に増え、

同国における外国銀行で、資産規模が首位となる見通しだ。同社は2008

年に台湾の地場銀行を、2016年に豪銀大手から台湾の個人向け事業など

を買収しており、事業拡大を積極化している。国際通貨基金(IMF)による

と、今年の台湾の1人当たりGDPは、韓国を上回ると予想され、金融資産

の増加に伴う同社の収益機会の拡大が期待されよう。 

  

業績推移 ※参考レート　1SGD=93.32円

事業年度 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12F 2023/12F

当期利益（百万SGD） 6,391 4,721 6,805 7,413 8,685

EPS（SGD） 2.50 1.86 2.66 2.86 3.36

PER（倍） 13.16 17.69 12.37 11.50 9.80

BPS（SGD） 19.96 21.42 22.41 23.10 24.89

PBR（倍） 1.65 1.54 1.47 1.42 1.32

配当（SGD） 1.23 0.87 1.20 1.43 1.63

配当利回り（%） 3.74 2.64 3.65 4.35 4.95

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 1.43 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 32.90
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主要株主（2022/5）     （％）

1.テマセク・ホールディングス 29.57

3.CAPITAL GROUP COMPANIES INC 4.94

3.VANGUARD GROUP 2.16
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1968年にシンガポールの工業化推進と金融センターとし
ての発展に必要な開発資金の融資を行う目的のもと、

「シンガポール開発銀行」として設立した世界的な金融
サービスグループ。18ヶ国で280以上の支店を展開す

る。アジアの中心的な商業銀行として、「Asia Way
Banking」という独自のブランドのもと、アジア経済の長期

的なポテンシャルを引き出すことに注力している。アジア
経済の成長ドライバーとして中国本土、南アジア、東南

アジアの3つ地域を掲げ、貿易や投資の仲介に取り組ん
でいる。また、デジタル技術の活用にも積極的に取り組

んでいる。
シンガポール本国では、DBS銀行とPOSB （People's

Bank）のフランチャイズチェーンを通じ、マス・マーケット
を含めた全顧客セグメントに商業銀行業務・投資銀行業

務・証券業務のほか、リース・ファクタリングなどユニ
バーサルバンク・サービスを提供する。それ以外の地域

では、コーポレート・投資銀行業務、中小・零細企業向け
与信業務、ウェルスマネジメント業務の3つの業務に注力

している。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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